
令和２年　林業における死亡災害
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2 1 15時台
林
業

10
人
以
上
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人

激
突
さ
れ

7
1
2

環
境
等

　被災者は、国有林内で同僚４名とチェーンソーを用いて、それぞれの
持ち場で伐木作業を行っていた。近くで作業をしていた同僚が被災者の
チェーンソーが転がっているのを見つけ様子を見に行ったところ、伐倒
木（樹種：トドマツ、樹高：約２０ｍ、胸高直径：２６ｃｍ）の下敷きになって
いる被災者を発見した。
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林
業

10
人
未
満

激
突
さ
れ

7
1
2

環
境
等

　被災者は、農地の防風林伐開作業において、樹高約２４．４ｍのヤチダモを
伐倒していたところ、幹が裂けて跳ね上がり、頭部に激突したもの。
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林
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満

崩
壊
・
倒
壊

7
1
2

環
境
等

　被災者は、民有林の皆伐現場において、チェーンソーを使用してカラマツA
（胸高直径３７ｃｍ、樹高２５ｍ）の伐倒作業を行っていたところ、当該木の上方
が別のカラマツB（胸高直径２０ｃｍ、樹高１７ｍ）とつる絡みとなっていたためカ
ラマツAが倒れた際にカラマツBも根むくれしていたため同時に倒れ、被災者が
カラマツBの下敷きとなったもの。

2 12 0時台
林
業

10
人
未
満
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落
・
転
落

7
1
2

環
境
等

　被災者は、単独で民有林の枝打ち作業を行っていた。
　後日、立木（トウヒ、胸高直径１９．１ｃｍ）のそばで倒れているのを同僚に発
見されたもの。
　なお、立木には高さ１．１ｍの脚立が立掛けられていた。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。




